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いすみのわだい
CITY TOPICS

市税や各保険料は、納期内に納めましょう。
納付についての問い合わせは、税務課　収納・滞納整理班（大原庁舎１階）へ　☎６２－１２９４

　市では、１２月２２日に表彰式を行い、下記の方々を表彰しました。

　山崎製パン株式会社　千葉工場南総営業所　様より　５０，０００円

◇功労表彰
　　いすみ市学校給食センター運営委員会委員
　　（１５年以上在職）
　　土橋　ふみよ　様（岬町椎木）

◇善行表彰（寄附・寄贈）
　　髙野　保治　様（大野）
　　山口　　茂　様（東京都）

　大原少年剣友会 ( 代表　日置敏之さん ) は、昭
和６２年の創立から３５年間にわたり小学生と中
学生を中心として日々稽古に励み、剣技の修練を
通して未来を担う青少年を「清く正しく、たくま
しい」人間に育てることを目的として活動してい
ます。
　この度、地域におけるスポーツの健全な普及及
び発展に貢献し、スポーツの振興に顕著な成果を
あげた団体としての実績が認められ、文部科学大
臣より「生涯スポーツ優良団体」として表彰され
ました。

　元いすみ市役所環境水道課いすみクリーンセン
ター職員の佐藤公昭さんが、３７年の長きにわた
り、一般廃棄物関係事業に尽力された功績により、
環境大臣表彰を受賞されました。
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令和３年度いすみ市表彰式

善意のご寄附　ありがとうございました

大原少年剣友会が文部科学大臣から表彰されました

環境大臣表彰を受賞されました
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固定資産税の第４期分の納期は２月２８日（月）です。　
問合せ先：税務課　収納・滞納整理班　☎６２－１２９４、 課税内容については税務課　課税班　☎６２－１１１６

　株式会社合同資源から新型コロナウイルス感染症拡大防止に活用してほしいと、抗菌コート剤８０リッ
トル及びスプレーボトル３０本を寄贈いただきました。

　１２月２２日に、東武トップツアーズ株式会社から、い
すみ市まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に対する寄附
金３００万円を受けたことにより、市役所公室において感
謝状の贈呈を行いました。
　いすみ市において、企業版ふるさと納税を活用した企業
からの寄附は、初めてとなります。

　１２月２２日に、市はあいおいニッセイ同和損害保
険株式会社との間で地方創生の実現を目指して包括連
携協定の締結式を行い、太田市長と田中千葉地域担当
理事が協定書にサインを交わしました。
　この協定により、同社の保険会社ならではのネッ
トワークと、事業を通じて培われた様々なリスクに
関するノウハウを活かし、地域の課題解決に向けたメ
ニュー提供を受け、相互協力により地域の活力向上を
図ります。

　１１月２１日に開催された「第２４回日本太鼓ジュニアコンクール
千葉県大会」リモート開催において、礼節、チームワーク、音楽表現
及び演奏技術の全てにおいて優秀と評価されました。
　この結果を受け、３月２０日に富山県で開催される「第２４回日本
太鼓ジュニアコンクール全国大会」に千葉県代表として出場します。

株式会社合同資源から
抗菌コート剤が寄贈されました

企業版ふるさと納税を活用した
寄附金をいただきました

あいおいニッセイ同和損害保険と
包括連携協定を締結

「和太鼓凪」
日本太鼓ジュニアコンクール全国大会出場！
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国民健康保険税の第８期分の納期は２月２８日（月）です。 
問合せ先：税務課　収納・滞納整理班　☎６２－１２９４、課税内容については税務課　課税班　☎６２－１１１６

住民税非課税世帯等に対する
臨時特別給付金（10 万円 /1 世帯）のご案内

●住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金（１世帯あたり10万円）は、住民税均等割非
課税世帯や令和３年１月以降に新型コロナウイルス感染症の影響で家計急変のあった世帯を
支援する新たな給付金です。
●給付金を受給するためには、手続きが必要です。

● 住民税非課税世帯については、市が確認書を送付した日から令和 4 年 5 月 1 日まで
● 家計急変世帯については、令和 4 年 9 月 30 日まで

１世帯あたり10万円

支給対象となる世帯（いずれかにあてはまる世帯）

受給には手続きが必要です

申請が必要です

1. 給付金の支給額

2. 支給対象と申請の有無

3. 申請期間

世帯全員の令和３年度
「住民税均等割が非課税」の世帯

　令和3年 12月 10日時点で
住民登録のある世帯へ確認書を2月
上旬に送付します。（要返送）

●令和 3 年 1 月 1 日時点で住民登録の
ない世帯は、課税状況が把握できない
ため申請が必要です。

●住民税が課税されている者の扶養親族
等のみからなる世帯を除く。

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けて
家計が急変し、直近の収入が非課税相当の
水準に下がった世帯で、全世帯員の令和３年
度住民税均等割が非課税世帯と同様の事情
にあると認められる世帯の世帯主。
※令和３年１月以降から令和４年９月までの任意

の１か月の収入により経済状態を推定します。

新型コロナウイルス感染症の影響で
令和３年１月以降の収入が減少し
「住民税非課税相当」※の

収入となった世帯（家計急変世帯）
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後期高齢者医療保険料の第８期分の納期は２月２８日（月）です。
問合せ先：税務課　収納・滞納整理班へ　☎６２－１２９４、保険内容については市民課　国保年金班　☎６２－１１１５

大原庁舎（１階）福祉課　保護班　☎６２－１１１７

Ⅰ 令和３年度住民税（均等割）が非課税の世帯

Ⅱ 新型コロナウイルス感染症の影響で収入が減少し、
　 世帯全員が住民税非課税相当※となった世帯（家計急変世帯）

4. 給付金の支給手続き

5. 申請・問合せ先

●対象となる世帯には市から、給付内容や確認事項が書かれた確認書が届きます。
●中身を確認して、福祉課に返送してください。
　【確認事項】
 　①記載された給付金振り込み口座番号に誤りがないか
 　②住民税が課税されている方の扶養親族のみの世帯では
　　 ないこと

●給付金を受け取るには、申請が必要 です。
●申請書は福祉課または地域市民局で配布しています。
　また、市ホームページからもダウンロードできます。

●給付金を受け取るには、申請が必要 です。
●申請書に必要事項を記入して、添付書類とともにお住まいの市区町村の窓口に、

直接または郵送でご提出ください。

※住民税非課税相当とは、世帯員全員のそれぞれの年収見込額（令和 3 年 1 月以降の任意の 1 か月収入× 12 倍）
が市町村民税均等割非課税水準以下であることを指します。

世帯の全ての方が、令和３年１月１日以前から現住所にお住まいの場合

世帯の中に、令和３年１月２日以降に転入した方がいる場合

扶養している親族の状況 非課税相当収入限度額

単身又は扶養親族がいない場合 ９３．０万円

配偶者・扶養親族（１名）を扶養している場合 １３７．８万円

配偶者・扶養親族（計２名）を扶養している場合 １６８．０万円

配偶者・扶養親族（計３名）を扶養している場合 ２０９．７万円

お名前
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介護保険料の第８期分の納期は２月２８日（月）です。
問合せ先：税務課　収納・滞納整理班へ　☎６２－１２９４、保険内容については健康高齢者支援課　介護保険班　☎６２－１１１８

申告期間　　　　２月１６日（水）～３月１５日（火）（土・日・祝を除く）
会場及び開設日　大原庁舎（３階）大会議室　月～金
　　　　　　　　夷隅庁舎（２階）第１会議室　㊋・㊍　
　　　　　　　　岬 庁 舎（２階）第３・第４会議室　㊊・㊌・㊎　※各庁舎とも平日に限ります。
受付時間　　　　８時３０分～１１時、１３時～１６時
申告に必要なもの　○マイナンバーに係る本人確認書類（①または②のいずれか）
　 　　　　　　　　　①マイナンバーカード（個人番号カード）※写真付きのものです。
　　 　　　　　　　　②番号確認書類 + 身元確認書類（各１種類）
　　　　　　　　　　　・番号確認書類…通知カード、マイナンバー記載の住民票の写し
　　　　　　　　　　　・身元確認書類…運転免許証、公的医療保険の被保険者証、パスポート など
　　　　　　　　　○還付または納税用の預貯金口座番号のわかるもの（本人名義のもの）
　　　　　　　　　○源泉徴収票や控除のための証明書等の原本
　　　　　　　　　○利用者識別番号の分かるもの（お持ちの方のみ）

注意点　○確定申告の相談内容が複雑な方（土地、建物及び株式などの譲渡所得、更正の請求、住宅ローン
控除適用１年目や青色申告決算書の作成など）は、直接茂原税務署での申告相談をお願いします。

　　　　○住民税申告は、申告期間中すべての庁舎で受付します。
　　　　○医療費や事業経費などは、事前に計算しておいてください。計算していない場合は、受付の

順番が変わることがあります。
確定申告受付事務における期日割り振り実施へのご協力のお願い
　今後も新型コロナウイルス感染症の感染拡大が懸念される中、“密”を回避するため行政区の期日割り
振りを実施しますのでご協力をよろしくお願いします。ご来場の際は、各庁舎入庁時の検温や手指消毒、
マスクの着用にご協力をいただき、できる限り少人数でお越しください。

確定申告は不要でも、市民税・県民税（住民税）の申告が必要になる方
　年金所得者に係る確定申告不要制度により所得税の確定申告をしなかった場合でも次に当てはまる
場合は、市民税・県民税の申告が必要です。
①公的年金等に係る雑所得のみがある方で、「公的年金等の源泉徴収票」に記載されている控除（社

会保険料控除、配偶者控除、扶養控除、基礎控除等）以外の各種控除の適用を受けるとき
②公的年金等に係る雑所得以外の所得があるとき

問合せ先　大原庁舎（１階）　税務課　課税班　☎６２－１１１６

『所得税確定申告』及び『市民税・県民税申告』受付

月　日 割当地区
令和4年 大原庁舎 夷隅庁舎 岬庁舎

2月16日(水) 大舟谷、矢指戸、造式、大井 長者
2月17日(木) 貝須賀、上寄瀬 松丸、能実
2月18日(金) 北寄瀬 江場土
2月21日(月) 南町、仲町、北町 臼井
2月22日(火) 新田（シンデン）、渋田 荻原、須賀谷
2月24日(木) 新場、田町、城山 神置、小高、小又井、苅谷上、苅谷中、苅谷下
2月25日(金) 根方、坂東 中
2月28日(月) 小佐部 押日、音羽
3月  1日(火) 若山 弥正、深谷
3月  2日(水) 新田（ニッタ）、釈迦谷 椎木
3月  3日(木) 深堀 今関、島、楽町、万木
3月  4日(金) 南日在、北日在 椎木

3月  7日(月) 長志上、長志下、山田一、
山田二、山田三、山田四 中原

3月  8日(火) 山田五、山田六、新田野、下原、
細尾、大和田 国府台、行川

3月  9日(水) 高谷、佐室、沢部、三島 和泉
3月10日(木) 押替、大寺、谷堀、町台、名熊、硯 引田、大野下、大野上、札森
3月11日(金) 大原台 榎沢、谷上
3月14日(月) 小沢 桑田、岩熊、市野々
3月15日(火) 小池、岩船 柿和田、正立寺、増田、作田、八乙女
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納付については、便利な口座振替をご利用ください。
納付についての問い合わせは、税務課　税務課収納・滞納整理班（大原庁舎１階）へ　☎６２－１２９４

「粗大ごみ」の戸別収集

　国民年金保険料は、納付した全額が所得税・市町村民税等の社会保険料控除の対象となります。国民年
金保険料を社会保険料控除として申告する際は、一年間に納付した国民年金保険料額を証明する書類を添
付しなければなりません。　　　　　
　このため、日本年金機構本部から昨年の１１月上旬に、一年間に納付した国民年金保険料の額を証明す
る「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が送付されています。
　なお、年の途中から国民年金に加入した場合などで、昨年１０月１日以降に初めて保険料を納付した方
については、本年の２月上旬に同様の証明書が送付されます。
　確定申告等の手続きの際に、国民年金保険料を社会保険料控除として申告する場合には、必ずこの証明
書や領収証書が必要となりますので、申告を行うまで大切に保管してください。
問合せ先　ねんきん加入者ダイヤル　☎０５７０－００３－００４　
　　　　　日本年金機構ホームページ　https://www.nenkin.go.jp/

　令和３年６月１６日に銃砲刀剣類所持等取締法が改正され、令和４年３月１５日以降はクロスボウの所
持が原則禁止されることとなりました。
　現在クロスボウを所持している方は、下記のいずれかの措置をとらなければなりません。

①令和４年３月１５日から６か月の間（令和４年９月１４日まで）に、住所地を管轄する警察署に所持
許可の申請をする。

②警察署等に廃棄を依頼する。
③適法に所持することができる方へ譲渡する。

　経過措置期間にいずれの措置もとらずにクロスボウを所持した場合は、不法所持として、３年以下の懲
役又は５０万円以下の罰金に処せられます。クロスボウを廃棄したい場合は、警察署に廃棄依頼をするこ
とができますので、最寄りの警察署の生活安全課までご相談ください。
問合せ先　いすみ警察署 　生活安全課　☎６２－０１１０
　　　　　千葉県警察本部風俗保安課　☎０４３－２０１－０１１０

ハイ !! 国民年金です
社会保険料（国民年金保険料）控除証明書について

クロスボウ（通称ボウガン）の所持が
　　　　　　　　　　　　　原則禁止されます

◎２月の申し込み地区（３月収集）
収集地区 収集予約締切日 申込・問合せ先
太東・古沢 ２月２１日（月） いすみクリーンセンター　☎８６－３７２１

　高齢者や直接クリーンセンターへ搬入するための車両をお持ちでない世帯を対象に粗大ごみを戸別に
収集しています。収集・処理料金は１㎏当たり３０円です。
　収集日には、庭先などトラックに積み込めるように準備して、積み込みに立ち会ってください。

ごみの「収集日程」・「分別方式」について
　ごみの収集日程は、「ごみ収集予定表」を、分別方式については、「家庭ごみの分け方・出し方」をご覧ください。
お持ちでない場合は、市役所各庁舎及び各公民館で配布しています。市ホームページからもご覧になれます。

ペットボトルの回収について
　ペットボトルはラベルをはがし、キャップを別の袋にいれ、洗浄し資源ごみの袋にいれて指定された場所
に出してください。



お知らせ健　康 相　談 暮らし

8｜広報いすみ｜ 2022.2｜

「行財政改革」の進捗状況を公表します
　市では、令和２年度まで「第３次いすみ市行財政改革大綱」とその具体的な取組事項を掲げた「第３次
いすみ市行財政改革実行計画」を策定し、行財政改革に取り組みました。令和３年度からは第４次大綱及
び実行計画に取り組んでいます。主な進捗状況は次のとおりです。

 地域の特性を活かした自治体の実現
○定員適正化、組織・機構の見直し
　令和３年４月１日現在の職員数は目標の３５０人に対し３４７人となり、目標とした職員数を下回りま
した。過度な職員数の減少は高まりつつある行政需要に対して市民サービスの低下につながります。今後
懸念される新型コロナウイルス感染症の感染拡大や大規模災害等の対策に備えるためにも適正な定員管理
を図り、良質な市民サービスの提供に努めます。

○デジタル行政の推進
　令和２年度に市内全小中学校の児童・生徒に１人１台の学習用ＰＣ端末を整備し、令和３年度から有効
に活用しています。

○公共施設等総合管理計画の推進
　令和２年度から岬公民館の大規模改修と合わせて公民館内に岬地域市民局を統合する事業を開始しました。
令和４年８月に新たな施設で業務が始まる予定です。

 持続可能な財政基盤の確立
○健全な財政運営の推進
　将来にわたる市財政の健全な運営や安定した市民サービスの提供のため、財政調整基金への積立を行っ
た結果、令和２年度末で目標の２５億円に対して、約４５億円の基金残高となりました。

○市税等の収納対策の強化
　令和２年度に県税務課と連携し、困難事案の早期解消を目指して捜索・差押え等を行った結果、滞納分
の収納率が前年度比７．８% 増加し、２７．６% となりました。

○自主財源の確保に向けて
　ふるさと応援寄附金制度を活用し自主財源の確保に努めた結果、令和２年度は前年度より１億１千５百万
円増え、約４億４千５百万円の寄附金額となりました。

 市民と協働のまちづくり
○市民への情報発信の充実
　令和２年度において、市ホームページの機能を向上させ、より迅速かつ正確な情報発信を実現するため、
また、利用者にとってわかりやすいものとするため、全面リニューアルしました。

○支えあいのまちづくり
　大きな災害が発生したときに地域内で必要な方に声をかけ合い救助等を行うほか、日ごろから防災意識
を高める自主防災組織が徐々に増えてきており、これまでに１６団体が結成された結果、市全体のカバー
率は１５. ２% となっています。

　今後も「幸せ、安心、健康、住みたいいすみ市の実現」に向けて、行財政改革に取り組んでいきたいと
考えておりますので、ご理解ご協力をお願いします。

問合せ先　大原庁舎（２階）総務課　行政改革班　☎６２―１１１１

年度
H２８ H２９ H３０ H３１ R２ R３ R８

区分
定員目標 ３８０ ３６７ ３５９ ３５８ ３５１ ３５０ ３３０
取組結果 ３７３ ３５７ ３５４ ３５２ ３４２ ３４７ ―
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いすみ市沖洋上風力発電について

国が示す今後の流れ

　国では、地球温暖化対策の取組の一つとして、太陽光や風力を活用した自然エネルギーによる発
電を進めるため、全国の適地・海域の選定を行ってきました。
　いすみ市沖について国、県から夷隅東部漁業協同組合に打診があり、令和３年１月に組合で、国
に対し「洋上風力発電事業の候補地として要望」することが承認され、令和３年９月に国からいす
み市沖が「有望な区域」として選定されました。

問合せ先
　夷隅東部漁業協同組合　☎６２－０１１１
　大原庁舎（２階） 企業誘致・魅力づくり室　☎６２－１０２２

令和 3 年 9 月、国がいすみ市沖を
「有望な区域」に選定

国が協議会などの意見聴取を経て一
定の合意が整った海域について洋
上風力発電事業が実施可能となる

「促進区域」を指定

有望な区域の選定

海域等調査協議会の
設置

促進区域の指定

　これにより、国が主催する協議会が設置され、「促進区域の指定」に向
けて、令和４年 2 月 1 日に第１回協議会が開催されます。　
　協議会では様々な議題が出されますが、市として組合と同様に協議会
に参加してまいりますので、ご理解をお願いします。
　今後、協議会の内容は、ホームページ等でお知らせします。
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予約から堆肥受取までの流れ 堆肥の予約から納付書の郵送まで約２～３週間かかる場合があります。

堆肥センターへ電話
（☎６２－５６７４）

領収書を持って受付時間内に堆
肥センターへお越しください。

ご案内と併せて納付書
を郵送します。

各庁舎または指定金融機
関でお支払いください。

支給対象者　①②の両方に当てはまる方
　　　　　　※ひとり親世帯分および申請不要の本給付金を受け取った方を除きます。

①令和３年３月３１日時点で１８歳未満の児童 ( 障害児の場合､ ２０歳未満 ) を養育する父母等
※令和４年２月末までに生まれた新生児等も対象になります。
②令和３年度住民税（均等割）が非課税の方、または令和３年１月１日以降の収入が急変し、
　住民税非課税相当の収入となった方

支　給　額　児童１人当たり５万円
支給手続き　給付金を受け取るには､ 申請が必要です。申請書に振込先口座などを記入して､ 必要書類と

ともに下記申請・問合せ先に直接､ または郵送でご提出ください。給付金の支給要件に該当
する方に対して､ 申請内容を確認して指定口座に振り込みます。

申 請 期 限　令和４年２月２８日（月）まで
申請・問合せ先 　大原庁舎（１階）子育て支援課　子育て支援班　☎６０－１１２０

低所得の子育て世帯生活支援特別給付金のご案内

　土着菌完熟堆肥センターでは、堆肥の購入予約を電話でも受け付けています。
　予約をいただいた方には、堆肥ができ次第納付書を郵送します。
販売価格　１キログラムあたり１０円（１袋２０㎏）
場　　所　土着菌完熟堆肥センター（いすみ市松丸 2862 番地 1）
受付時間　８時３０分～１６時３０分　　　休 業 日　日曜日
問合せ先　土着菌完熟堆肥センター　☎６２－５６７４

　ジェネリック医薬品とは、最初に作られた医薬品（先発医薬品）の特許期間が満了したあとに有効成
分や効果・効能等が同じであるものと申請され、厚生労働省の認可のもとで製造・販売されている安価
な薬です。ジェネリック医薬品を利用することで、被保険者一人ひとりの医療費を抑えることができ、
国民皆保険制度の持続にもつながります。
※治療内容によってジェネリック医薬品が適さない場合や、服用中のものにジェネリック医薬品が存在

しない場合があります。まずは医師や薬剤師に相談をしてください。

問合せ先　大原庁舎（１階）　市民課　　　国保年金班　☎６２－１１１５
　　　　　夷隅庁舎　　　　 地域市民局　地域市民班　☎８６－２１１２
　　　　　岬庁舎　　　　　 地域市民局　地域市民班　☎８７－２１１２

土着菌完熟堆肥センターからお知らせです！

予約 受取料金支払い堆肥センターより
納付書送付

国民健康保険からのお知らせ
ジェネリック医薬品を利用していますか？
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令和３年第４回定例会の議決結果

　
　

議案番号 件　　　名 採決結果

議案第１号 いすみ市認可地縁団体印鑑条例等の一部改正について 可　決

議案第２号 いすみ市バス交通運行に関する条例の一部改正について 可　決

議案第３号 いすみ市国民健康保険条例の一部改正について 可　決

議案第４号 令和３年度いすみ市一般会計補正予算（第６号） 可　決

議案第５号 令和３年度いすみ市水道事業会計補正予算（第２号） 可　決

議案第６号 夷隅郡市広域市町村圏事務組合規約の一部改正に関する協議について 可　決

議案第７号 令和３年度いすみ市一般会計補正予算（第７号） 可　決

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について（石橋雅幸氏） 同　意

報告第１号 専決処分の報告について 報　告

主
な
議
決
内
容

○
令
和
３
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
５
億
５
４
７
２
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額

１
８
０
億
７
５
０
２
万
７
千
円
と
す
る
こ
と
に
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に
石
橋
雅
幸
氏
を
推
薦
す

る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り   

第
65
号

令
和
３
年 
第
４
回
定
例
会

　

第
４
回
定
例
会
が
11
月
1
日
か
ら
11
月
19
日
ま

で
の
19
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令

和
３
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
ほ
か
６
議
案
及
び
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
１
名

の
推
薦
が
審
議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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黒 須 美 智 雄 議員 自然災害（特に風水害）の対応

高 森　 和 久 議員
いすみ市立図書館の設置に向けた進捗状況／いすみ市公共施設個別施設計画の
進捗状況／統合型校務支援システム導入に向けた検討状況

魚 地　 展 弘 議員 空き家対策

井 上 ひ ろ み 議員 令和４年度予算編成／新型コロナウイルス感染症対策／国民健康保険制度

大曽根信太郎 議員 いすみ鉄道の安全性と経済性／災害対策として河川・側溝整備／ごみ分別の適正化

山 口　 朋 子 議員 行政手続きのデジタル化推進

元 吉　 栄 一 議員
2025 年問題による超高齢化社会に対する備え／「いすみ市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」の目標達成のための着実な進め方

田 井　 秀 明 議員
稲作農家の後継者問題／自治体デジタル・トランスフォーメーション（ＤＸ）
推進計画／新型コロナワクチン接種

　第４回定例会の一般質問は、11 月４日に８名の議員から市政に関する諸問題についての質問があり、活発な
議論が展開されました。ここでは、紙面の関係で主な質問及び答弁の一部を掲載します。
　なお、一般質問及び議案審議状況等の会議録をご覧になりたい方は、いすみ市のホームページ又は夷隅文化
会館、大原文化センターの各図書室及び岬ふれあい会館の図書コーナーで閲覧することができます。
（第４回定例会の会議録は３月上旬に公開を予定しています。）

委
員
会

　

11
月
11
日
及
び
12
日
に
各

常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
が

審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
議
案
第
４
号

令
和
３
年
度
い
す
み
市
一
般

会
計
補
正
予
算
に
お
け
る
主

な
質
疑
及
び
答
弁
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

議
案
３
件
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

問　

須
賀
谷
工
業
団
地
の
樹

木
を
伐
採
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
こ
の
部
分
を
行

う
の
か
伺
い
た
い
。

答
　
北
側
の
市
道
脇
の
一
部

区
間
に
張
り
出
し
て
い
る

樹
木
の
枝
を
伐
採
す
る
も

の
で
す
。

　

議
案
２
件
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

問　

岬
ふ
れ
あ
い
会
館
排
煙

設
備
改
修
工
事
の
概
要
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
　
ホ
ー
ル
内
の
客
席
排
煙

口
２
か
所
及
び
保
健
セ
ン

タ
ー
棟
屋
上
排
煙
窓
１
か

所
に
不
具
合
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
３

か
所
の
排
煙
設
備
を
改
修

す
る
も
の
で
す
。

　

議
案
２
件
に
つ
い
て
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

問
　
い
す
み
市
商
工
会
補
助

金
に
つ
い
て
、
補
助
対
象

事
業
の
内
容
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答
　
市
内
の
商
店
街
が
連
携

し
て
、
い
す
み
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｒ

Ｄ
を
活
用
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
セ
ー
ル
を
本
年
度

内
に
３
回
実
施
す
る
も
の

で
、
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
の
ポ
イ

ン
ト
付
与
倍
増
や
抽
選
会

な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
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答

答

答

答

答

自
然
災
害
（
特
に
風
水

害
）の
対
応

黒
須
美
智
雄 

議
員

い
す
み
鉄
道
の
安
全
性

と
経
済
性

大
曽
根
信
太
郎 

議
員

空
き
家
対
策

魚
地
展
弘 

議
員

令
和
４
年
度
予
算
編
成

井
上
ひ
ろ
み 

議
員

い
す
み
市
立
図
書
館
の

設
置
に
向
け
た
進
捗

状
況

高
森
和
久 

議
員

黒
須
議
員　

安
全
と
認
め
ら
れ
る

各
行
政
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
に
つ
い
て
、
管
理
者
に
協
力

を
求
め
、
地
元
の
住
民
が
避
難

で
き
る
場
所
と
し
て
有
効
的
に

活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い

た
い
。

危
機
管
理
課
長　

安
全
と
認
め
ら

れ
る
各
行
政
区
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
の
活
用
に
よ
り
、

地
元
の
住
民
が
避
難
所
と
し
て

活
用
し
、
避
難
住
民
同
士
で
助

け
合
う
共
助
の
考
え
方
に
つ
い

て
は
、
今
ま
で
国
内
で
発
生
し

た
激
甚
災
害
な
ど
で
、
地
域
住

民
に
よ
っ
て
多
く
の
人
命
を
救

助
し
た
事
例
も
あ
り
、
災
害
時

に
お
け
る
共
助
は
非
常
に
有
効

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後

魚
地
議
員　

周
囲
に
危
害
を
及
ぼ

し
て
い
る
、
ま
た
は
、
今
後
、

危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
空
き
家
の
所
有
者
に
対
し

て
、
解
体
や
ト
タ
ン
及
び
瓦
等

の
飛
散
防
止
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
、

積
極
的
に
安
全
対
策
を
推
進
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

建
設
課
長　

現
在
、
市
で
は
適
正

な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
空

き
家
に
対
し
て
は
、
ま
ず
近
隣

住
民
か
ら
の
相
談
を
も
と
に
空

き
家
の
状
況
を
現
地
確
認
し
、

連
絡
先
が
判
明
し
た
所
有
者
等

に
対
し
、
手
紙
や
電
話
及
び
自

宅
を
訪
問
し
て
空
き
家
の
状
況

等
を
説
明
し
、
適
切
な
管
理
を

井
上
議
員　

昨
年
か
ら
続
く
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
減
収

が
見
込
ま
れ
る
中
、
市
の
来
年

度
予
算
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

に
留
意
し
編
成
す
る
の
か
伺
い

た
い
。

市
長　

令
和
４
年
度
予
算
編
成
は

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ

効
率
的
に
配
分
し
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
市
民
生
活
、
地
域
医

療
、
雇
用
、
教
育
を
守
り
抜
く

と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
速
や

か
な
回
復
を
図
り
、
コ
ロ
ナ
後
の

社
会
を
見
据
え
た
地
域
づ
く
り

を
進
め
、
健
全
な
財
政
を
堅
持

し
な
が
ら
、
市
民
が
安
心
し
て

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
い
す
み
市
づ
く

り
に
留
意
し
、予
算
編
成
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

大
曽
根
議
員　

鉄
橋
や
線
路
の
改

修
に
は
莫
大
な
費
用
が
か
か
る

が
、
上
下
分
離
し
て
も
赤
字
続

き
の
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

高
森
議
員　

３
，９
５
１
名
の
署
名

を
提
出
し
て
か
ら
７
年
３
か
月

を
経
過
し
て
い
る
が
、
設
置
時

期
を
令
和
４
年
度
中
に
決
定
す

る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

生
涯
学
習
課
長　

市
立
図
書
館
の

設
置
に
向
け
た
市
民
の
皆
様
か

ら
の
ご
要
望
は
重
く
受
け
止
め

て
お
り
、
図
書
館
調
査
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
調
査
、
検

討
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

現
在
、
そ
の
調
査
、
検
討
内

容
を
踏
ま
え
、
市
立
図
書
館
の
目

的
、
機
能
、
役
割
を
明
確
に
す
る

た
め
、
県
内
外
の
図
書
館
等
か
ら

最
新
の
情
報
を
収
集
し
て
い
る

段
階
で
あ
り
、
設
置
の
時
期
に

　

補
助
し
て
い
る
自

治
体
も
既
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
状
況

な
ど
を
参
考
に
調

査
、
研
究
し
て
い
く

　

健
全
な
財
政
を
堅

持
し
な
が
ら
、
市
民

が
安
心
し
て
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
い
す
み
市

づ
く
り
に
留
意
し
、

予
算
編
成
を
行
っ
て

い
く

　

各
地
域
の
自
主
防

災
組
織
や
行
政
区
な

ど
と
連
携
し
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
を
活
用

し
た
地
域
防
災
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く

　

県
及
び
２
市
２
町

と
連
携
し
て
支
援
を

し
て
い
き
た
い

　

設
置
場
所
や
施
設

の
全
体
像
が
具
体
的

に
な
っ
て
き
た
段
階

で
決
定
し
て
い
く

は
各
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や

行
政
区
な
ど
と
連
携
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
活
用
し
た

地
域
防
災
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

つ
い
て
は
、
図
書
館
の
設
置
場
所

や
施
設
の
全
体
像
が
具
体
的
に

な
っ
て
き
た
段
階
で
決
定
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
。
直
ち
に
改
善
が
行

わ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
空
き
家
の
管
理
は
所
有
者

の
責
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周

辺
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
特
に
高
い
も
の
に
つい
て
は
、

空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
を
軸

と
し
、
消
防
法
及
び
建
築
基
準

法
等
の
関
係
各
法
の
実
施
機
関

と
の
連
携
に
よ
る
指
導
等
を
繰

り
返
し
行
い
、
安
全
対
策
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

空
き
家
の
解
体
や
応
急
処
置

の
補
助
金
制
度
で
す
が
、
解
体

や
利
活
用
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
国
の

交
付
金
を
活
用
し
て
補
助
し
て

い
る
自
治
体
も
既
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
状
況
な
ど
を
参
考

に
調
査
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
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答

答

答 行
政
手
続
き
の

　

デ
ジ
タ
ル
化
推
進

山
口
朋
子 

議
員

稲
作
農
家
の
後
継
者
問
題

田
井
秀
明 

議
員

２
０
２
５
年
問
題
に
よ

る
超
高
齢
化
社
会
に
対

す
る
備
え元

吉
栄
一 
議
員

元
吉
議
員　

介
護
の
人
材
不
足
に

よ
り
、
２
０
２
５
年
頃
に
市
内

の
高
齢
者
が
介
護
難
民
に
な
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。

山
口
議
員　

総
務
省
の
「
デ
ジ
タ

ル
活
用
支
援
推
進
事
業
」
を
活

用
し
た
ス
マ
ホ
講
習
会
を
実
施

す
る
考
え
は
な
い
か
伺
い
た
い
。

総
務
課
長　

デ
ジ
タ
ル
化
の
進

展
に
伴
い
、
市
民
か
ら
の
各
種

書
類
の
申
請
等
に
つ
い
て
、
ス

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
実
質
化
に
取
り
組

み
、
地
域
農
業
の
経
営

の
安
定
及
び
持
続
的

発
展
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
る

　

国
・
県
か
ら
の
情

報
、
他
市
町
村
の
先

進
的
な
取
組
な
ど
を

調
査
し
、
適
正
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
行
え
る
よ
う
検
討

し
て
い
く

　

市
民
か
ら
の
要
望

等
を
踏
ま
え
て
必
要

に
応
じ
て
検
討
し
て

い
く

将
来
に
わ
た
っ
て
公
費
を
投
入
し

続
け
る
の
か
、
い
す
み
鉄
道
に
対

す
る
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

企
画
政
策
課
長　

い
す
み
鉄
道
は
、

地
域
の
人
口
減
少
や
車
社
会
の
進

展
に
よ
り
、
地
元
利
用
が
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
車
を
運
転
し

な
い
学
生
や
、
沿
線
企
業
に
通
勤

す
る
方
、
ま
た
、
高
齢
者
に
と
っ

て
は
大
変
重
要
な
交
通
機
関
で
あ

り
、
観
光
面
で
の
地
域
活
性
化
の

効
果
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
住
民
の
足
の

確
保
、
安
全
輸
送
の
徹
底
、
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
に
、
県
及

び
２
市
２
町
と
連
携
し
て
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

マ
ホ
を
利
用
し
て
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
国
の

方
針
と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
す
み
市
に
お
い
て
も
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
を
目
指

し
、
費
用
対
効
果
や
導
入
の
可

能
性
等
を
含
め
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　

ス
マ
ホ
講
習
会
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
ス
マ
ホ
を
利
用
し

た
電
子
申
請
の
進
展
状
況
に
合

わ
せ
、
市
民
か
ら
の
要
望
等
を

踏
ま
え
て
必
要
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

健
康
高
齢
者
支
援
課
長　

市
で

は
、
介
護
現
場
で
働
く
方
を
支

援
す
る
た
め
、
千
葉
県
介
護
人

材
確
保
対
策
事
業
費
補
助
金
を

活
用
し
介
護
職
員
初
任
者
研
修

等
費
用
助
成
事
業
を
実
施
し
、

市
内
介
護
事
業
所
の
雇
用
確
保

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
安

定
的
な
提
供
を
図
れ
る
よ
う
助

成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
は
、
第
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
に
向
け
て
、
介

護
事
業
者
か
ら
の
意
見
を
取
り

入
れ
な
が
ら
、
２
０
２
５
年
を

見
据
え
た
介
護
人
材
の
確
保
と

定
着
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
、
国
・
県
か
ら
の
情
報
、
他

市
町
村
の
先
進
的
な
取
組
な
ど

を
調
査
し
、
適
正
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
行
え
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
健
康
と
安
全

を
最
優
先
に
考
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
感
染
の
影
響
が
終

息
す
る
ま
で
の
間
、
控
え
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
１
日
㈫
10
時  

開
会

　
　
　
　
　
　
　

  

議
案
の
上
程

　
　

3
日
㈭
10
時 

一
般
質
問

　
　

8
日
㈫
10
時  

議
案
審
議

　
　

9
日
㈬
９
時  

委
員
会

　
　

10
日
㈭
９
時  

委
員
会

　
　

18
日
㈮
10
時  

委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　

  

議
案
審
議

　
　
　
　
　
　

  　
閉
会

議
会
の
傍
聴
自
粛
の
お
願
い

第
１
回
定
例
会
日
程（
予
定
）

☎ 

０
４
７
０

−

62

−

１
４
０
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

https://w
w

w
.city.isum

i.lg.jp/

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

gikai @
city.isum

i.lg.jp

編
集　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

 

議
員
の
失
職
に
つ
い
て

　

田
井
秀
明
議
員
が
、
い
す
み
市

長
選
挙
に
立
候
補
し
た
た
め
、
公

職
選
挙
法
第
90
条
の
規
定
に
よ

り
、
11
月
28
日
付
で
自
動
失
職
と

な
り
ま
し
た
。

田
井
議
員　

今
シ
ー
ズ
ン
の
収
穫

時
の
天
候
悪
化
や
米
価
下
落
で

営
農
を
継
続
す
る
の
を
や
め
よ

う
と
い
う
声
を
以
前
よ
り
も
耳

に
す
る
こ
と
か
ら
、
稲
作
農
家

の
後
継
者
不
足
の
問
題
解
決
に

向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

農
林
課
長　

現
在
の
地
域
農
業

や
農
地
の
状
況
は
、
高
齢
化
や

後
継
者
不
足
、
有
害
鳥
獣
な
ど

に
よ
る
農
作
物
の
被
害
な
ど
か

ら
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
進

み
担
い
手
の
確
保
が
困
難
な
地

域
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
た
め
地
域
で
現
状
を
把

握
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
担
い

手
が
中
心
と
な
り
農
業
を
営
ん

で
い
く
の
か
、
５
年
後
、
10
年

後
の
将
来
に
つ
い
て
話
合
い
を

行
い
、
将
来
の
計
画
を
策
定
す

る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実

質
化
に
取
り
組
み
、
地
域
で
の

共
同
活
動
に
よ
る
地
域
資
源
の

保
全
を
推
進
す
る
多
面
的
機
能

支
払
交
付
金
事
業
や
、
農
地
の

大
区
画
化
に
よ
る
営
農
の
効
率

化
・
省
力
化
を
図
る
圃
場
整
備

事
業
、
農
地
の
集
積
・
集
約
を

推
進
す
る
農
地
中
間
管
理
事
業

な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

新
規
就
農
者
、
担
い
手
を
育
成

し
、
地
域
農
業
の
経
営
の
安
定

及
び
持
続
的
発
展
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
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ひ
と
こ
と
171

　

最
近
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
対
面
で
の
会
議
が
少
な
く
、
多

く
の
人
の
前
で
話
し
た
り
、
聞
い
た

り
す
る
場
面
は
か
な
り
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、

こ
れ
も
仕
方
の
な
い
こ
と
と
思
い
な

が
ら
も
、
何
と
な
く
寂
し
い
気
持
ち
で

す
。
一
刻
も
早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
、

以
前
に
近
い
よ
う
な
生
活
が
少
し
で

も
戻
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
昨
年
の

あ
る
日
、
大
原
中
学
校
の
２
年
生
に

よ
る
総
合
学
習
で
の
大
原
の
港
の
朝

市
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
の
発
表

を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

発
表
は
、
以
前
、
港
の
朝
市
運
営
委

員
会
の
皆
さ
ん
に
披
露
し
、
委
員
の

皆
さ
ん
が
感
動
し
た
と
の
こ
と
で
、

是
非
、
他
の
人
に
も
聞
い
て
も
ら
い

た
い
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

　

当
日
は
、
大
原
中
学
校
の
生
徒
５

人
が
少
し
緊
張
し
た
様
子
で
市
役
所

を
訪
れ
ま
し
た
。
発
表
の
内
容
は
、

自
分
た
ち
で
港
の
朝
市
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
し
、
生
徒
た
ち

に
回
答
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
ま
と

め
た
も
の
で
、
港
の
朝
市
に
対
し
て
、

生
徒
た
ち
が
感
じ
た
こ
と
や
、
こ
う

あ
っ
て
欲
し
い
と
の
願
い
が
込
め
ら

れ
た
内
容
で
し
た
。

　

地
域
の
人
に
愛
さ
れ
る
朝
市
に
し

て
欲
し
い
と
か
、
も
っ
と
多
く
の
人

が
参
加
で
き
る
よ
う
な
朝
市
に
な
っ

て
欲
し
い
と
い
っ
た
内
容
は
、
地
元

を
愛
す
る
心
と
、
地
元
が
好
き
だ
か

ら
も
っ
と
よ
く
な
っ
て
欲
し
い
と
の

気
持
ち
が
強
く
伝
わ
り
、
私
た
ち
の

時
代
に
は
無
か
っ
た
社
会
を
見
る
目

を
今
の
若
い
人
が
持
っ
て
い
る
こ
と

に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

朝
市
を
運
営
し
て
い
る
大
人
た
ち

は
、
ど
う
し
て
も
外
側
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
ず
内
向
き
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
中
学
生
た
ち
は
若
い
鋭
い
感

性
で
違
う
視
点
か
ら
朝
市
を
見
て
い

て
、
話
を
聞
く
に
つ
れ
、
な
る
ほ
ど

と
感
心
さ
せ
ら
れ
、
頼
も
し
く
感
じ

ま
し
た
。

　

発
表
が
終
わ
り
、
帰
り
際
に
中
学

生
が
作
っ
た
タ
コ
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
と
て

も
素
朴
で
可
愛
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
発
表
で
、
私
は
、
港
の
朝
市

の
新
た
な
可
能
性
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
将
来
世
界

で
活
躍
す
る
人
に
な
っ
て
も
、
ふ
る

さ
と
を
思
い
愛
す
る
心
を
忘
れ
な
い

で
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
は
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
ふ
る

さ
と
い
す
み
市
に
自
信
を
持
ち
、
誇

り
に
思
え
る
よ
う
、
今
を
生
き
る
私

た
ち
の
責
任
と
し
て
、
日
々
、
未
来

に
向
け
た
い
す
み
市
づ
く
り
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
と
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
た
日
と
な
り
ま
し
た
。

い
す
み
市
長
　
太
田
　
　
洋

大
原
中
学
校
の
生
徒
の

　
　
発
表
か
ら
考
え
た
こ
と
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いすみ市岬町椎木1418

TEL 0470-87-2834

給湯器買換え応援中！！

家電販売

IH・エコキュート

水廻りリフォーム

アンテナ工事

コンセント工事

住宅設備工事

電気と水道のお店

㈲土橋電気

日　　時 場　　所 問　合　せ　先

弁護士無料法律相談
（予約制）

10日（木）13時～16時10分
※次回は、3月10日です。
（予約受付は、2月10日からです）

大原庁舎（１階）
相談室

大原庁舎（２階）総務課　
☎ 62－ 1111
※2月分は定員に達したため、
　お申し込みを締め切りました。

行政相談（予約制）

心配ごと相談
（予約制）

2日（水）　13時30分～16時 ふれあいセンター いすみ市社会福祉協議会
☎ 87－8857
※予約制になります。
　開催日より3日前までに予約がない
場合は実施しません。

15日（火）　13時30分～16時 農村環境改善センター

25日（金）　13時30分～16時 岬ふれあい会館

自立生活相談 25日（金）　13時30分～16時 岬ふれあい会館 いすみ市社会福祉協議会
☎ 87－ 8857

消費生活苦情相談 15日（火）　13時30分～15時 大原庁舎（３階）
３０１会議室

大原庁舎（３階）水産商工観光課
☎ 62－ 1119

交通事故相談
（予約制）

2月は実施しません。
※次回は、3月8日です。

大原庁舎（２階）
２０２会議室

大原庁舎（２階）危機管理課
☎ 62－ 2000（３日前までに要予約）

若者就労相談 16日（水）　9時30分～
　16時30分

岬ふれあい会館
相談室

ちば南東部地域若者サポートステー
ション　☎ 0475 － 23－ 5515

【2月の各種相談】

市税の夜間・休日納税相談窓口を開設

　大原庁舎税務課に夜間・休日納税相談窓口を開設しています。病気や災害などのやむを得ない事情によ
り納期内納付が困難な場合は、お早めにご相談ください。
開設場所　いすみ市役所大原庁舎　１階　税務課
開設日　　●夜間相談窓口　「毎週木曜日」（祝日等の閉庁日を除く）１９時３０分まで
　　　　　　２月３日、１０日、１７日、２４日
　　　　　●休日相談窓口「第２日曜日」８時３０分〜１２時まで
　　　　　　２月１３日
取扱業務　納税相談及び市税（※）のみの収納

　　　　（※）市県民税、固定資産税、軽自動車税、法人市民税、国民健康保険税、介護保険料、
　　　　　　後期高齢者医療保険料

問合せ先　大原庁舎（１階）　税務課　収納・滞納整理班　（滞納整理）☎６２－１１２３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（収納管理）☎６２－１２９４
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保健センター 2 月のお知らせ

令和 3 年度子宮頸がん集団検診について

自宅でできる「いすみ楽らく体操」をご紹介します！

名　　称 対象者（年度末年齢） 料　金 場所・日程

個別健康相談 赤ちゃんから高齢者まで
※保健師・栄養士が電話対応します。 無料 ＜大原保健センター＞

22 日（火）　９時３０分〜　要予約

　令和 4 年 2 月 21 日から子宮頸がん集団検診を予約制にて実施します。令和２年度までは検診をご希望さ
れる方は毎年検診を受けることができましたが、令和３年度から国の指針に合わせて 2 年に 1 回の受診間
隔で実施します。受診間隔が変更になりますので、対象者の方は検診機会を逃さないようご注意ください。
　既に申込み済みの方や、令和２年度受診され今年度偶数年齢となる方には、1 月下旬に通知をお送りし
ます。下記の対象者に該当する方で、新たに子宮頸がん検診に申込みする場合は、お早めに大原保健セン
ターまでご連絡ください。なお、令和３年度奇数年齢になる方で令和２年度子宮頸がん検診を受診された
方は、今年度の検診は対象外となります。令和 4 年度の検診対象者となりますので、令和４年度に検診の
お知らせをお送りします。申込みは不要です。

令和 3年度の子宮頸がん検診対象者（令和 4年 4月 1日時点の年齢）
・20 歳以上の偶数年齢　　・20 歳以上の昨年度未受診の奇数年齢の方
検診日程

　今月はおしり伸ばしです。息は止めず
に、吸いながら足を引き寄せ、吐きなが
ら戻ります。股関節や膝関節等の手術歴
がある方や痛みのある方は無理のない範
囲で行いましょう。

　なお、新型コロナウイルス感染症の状況によって、検診を中止または延期する場合があります。
問合せ先　大原庁舎（大原保健センター）　健康高齢者支援課　健康づくり班　☎６２－１１６２

申込・問合せ先　大原庁舎（大原保健センター内）　健康高齢者支援課　健康づくり班　☎６２－１１６２

検診日 会場
2 月 21 日（月） 夷 隅 文 化 会 館
2 月 28 日（月） 岬ふれあい会館

検診日 会場
3 月 1 日（火） 岬 ふ れ あ い 会 館
3 月 2 日（水） 大原保健センター

検診日 会場
3 月 3 日（木） 大原保健センター
3 月 9 日（水） 大原保健センター

⒈すねを両手で抱え、ももをおなかに
　付ける様に引き寄せます。
⒉おしりが伸びたところで止めます。
⒊反動をつけないで、ゆっくり左右
　交互に２回ずつ行います。

（いすみ楽らく体操より抜粋）かかとや足の裏は床から離さない

４
・
３
・
２
・
１

５
・
６
・
７
・
８
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いい服はいいクリーニング

［本社工場］いすみ市岬町椎木860-1

募
集

工場スタッフ 配送スタッフ

 短時間もOK！時間はご相談ください。

9：00～17：00
（シフト制） 　

8：00～14：00
13：00～18：00

受付スタッフ
シフト制

☎0470ー87ー8040
担当：コウチ

勤務
時間

勤務
時間

勤務
時間

夷隅文化祭中止のお知らせ

布施千本桜まつり

　3 月 5 日、6 日に開催予定だった夷隅文化祭は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止します。
問合せ先　夷隅公民館　☎８６－５０００

　布施地区の緑豊かな田園風景の中、落合川周辺
に桜約１, ０００本を植樹し、若木ながら桜花を楽
しめるようになりましたので、第６回桜まつりを
開催します。

日　　時　２月１９日（土）〜２月２７日（日）　
　　　　　１０時〜１５時
会　　場　布施地区　落合川周辺
　　　　　メイン会場　布施三妙寺　下
主　　催　布施千本桜まつり実行委員会
後　　援　いすみ市・いすみ市観光協会
※新型コロナウイルス感染症等の状況により、中止
　となる場合があります。
問合せ先　布施千本桜まつり実行委員会
　　　　　☎０９０－１５３８－３０６０（浅野）

郷土資料館だより
企画展「青いうま たち ３３人展」　

　岬町和泉にアトリエを持つ画家ミズテツオ氏主宰の
勉強会「ブルーブルー」のメンバーや、ミズ氏を取り
巻く様々な画家３３人による絵画展です。
　
期　　間　開催中〜４月１６日（土）
開館時間　９時〜１６時３０分　　　　
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌火曜日）
問合せ先　いすみ市郷土資料館　☎８６－３７０８
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「第九回いすみ市短歌大会」を開催します

献血にご協力ください

期　　日　２月２０日（日）　１３時〜１６時２０分　（受付　１２時３０分〜１３時）
選　　者　日高　堯子 先生
開催場所　大原文化センター　入場無料
※新型コロナウイルス感染症等の状況により、中止する場合があります。
問合せ先　いすみ市短歌大会実行委員会事務局（いすみ市教育委員会生涯学習課内）☎６２－２８１１

日　　時　２月２５日 ( 金 )
受付時間　１０時〜１１時４５分、１３時〜１６時
場　　所　大原保健センター
対　　象　１６歳〜６９歳（６５歳以上の献血については、６０歳〜６４歳の間に献血経験がある方に限ります。）
問合せ先　大原庁舎（大原保健センター内）健康高齢者支援課　健康づくり班　☎６２－１１６２

成年年齢引き下げ後も２０歳で「成人式」を開催します
　法改正に伴い、令和４年４月１日 ( ２０２２年 ) から成年年齢
が１８歳に引き下げられますが、市では、成年年齢引き下げ後も、
２０歳を対象として式典を継続します。

対象者を２０歳とする主な理由
　成年になる１８歳で成人式を実施する場合、進学や就職など進
路選択の大事な時期と重なり、参加者や保護者が落ち着いて参加
できないため。

　民法上では、令和４年４月１日から成年年齢が１８歳になることから、今後「成人式」の新しい名称を
検討していきます。

問合せ先　大原庁舎（３階）生涯学習課　生涯学習班　☎６２－２８１１

対象者 成人式開催予定日
平成１４年４月２日〜平成１５年４月１日生まれ 令和５年１月 ８日（日）※成人の日の前日
平成１５年４月２日〜平成１６年４月１日生まれ 令和６年１月 ７日（日）※成人の日の前日
平成１６年４月２日〜平成１７年４月１日生まれ 令和７年１月１２日（日）※成人の日の前日

成人式の対象年齢と式典開催予定日
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公認  大原自動車教習所
千葉県公安委員会指定

普通車MT・普通車 AT・中型車・普通自動二輪　等
 〒298－0013　千葉県いすみ市小池 191－2

☎0470（62）0677 oohara.ods@gmail.com

準中型車　350,900 円（税込）
高校生さんはさらに 15,000 円引きでお得！！

※就職に有利な準中型車が取れます！

※現在、短期教習は受付しておりませんm( _ _ )m

当所は新型コロナ感染症対策を施してあります。
広報を見たと おっしゃって頂くと粗品を差し上げます(^_^)

「いすみ鉄道草取りボランティア」募集
　いすみ鉄道駅構内などの草取りを行ってくれるボランティアを下記のとおり募集しています。
※作業内容などの詳しい内容は、お問い合わせください。（作業は約１時間）

場　所 日　時 雨天の場合 問合せ先

上総中川駅 ２月 ３日（木）１０時～
３月 ３日（木）１０時～ 翌日実施 秋場　☎８６－３０２５

（１７時以降にご連絡をお願いします）

国吉駅 ２月１２日（土） ９時～
３月１２日（土） ９時～ 翌日実施 山本　☎０９０－２５５５－３７２４

上総東駅 ２月１９日（土）１４時～
３月１９日（土）１４時～ 中止 中塚　☎６２－６７６７

案　件　名 いすみ市デジタル・トランスフォーメーション（DX）推進計画について

策定の目的
本計画は、市民にとって必要な行政サービスを誰一人取り残すことなく、スムーズに受け
られるようにするため、いすみ市の行政のデジタル化を推進するに当たり必要不可欠と
考えられる取組方針を明らかにし、市全体で共有することを目的に策定するものです。

募集期間 ２月１８日（金）〜３月４日（金）

閲覧場所及び意見の提出先　（閲覧は市ホームページからも可能です）
　大原庁舎 (2 階）総務課、夷隅庁舎 地域市民班、岬庁舎 地域市民班
問合せ先　大原庁舎（2 階）　総務課　行政改革班　☎６２－１１１１

意見（パブリックコメント）を募集します
　市では、次の案件について市民の皆様から意見を募集します。

いすみふるさとウォーキング早春　参加者募集！
～ 春の心地よい風を感じながら、早春の神社仏閣巡り ～

　東小学校をスタートし、とんぼの沼を通り、八幡神社、県指定文化財の三尊が祀られている善応寺など
を巡る全行程約８ｋｍのコースです。新型コロナウイルス感染症の影響で巣ごもり生活をしている皆さん、
一緒に春風を感じませんか？ぜひお誘い合わせのうえご参加ください。

日時　３月５日（土）　　受付　８時３０分　　スタート　９時　※雨天中止　参加費無料
集合場所　東小学校
申込方法　市役所各庁舎及び各公民館に設置する参加申込書（チラシ下部）に必要事項を記入し、受付ボッ

クスに投函してください。電話での申し込みもできます。２月２日（水）から受付を開始します。
申込期限　２月１８日（金）
　　　　　※新型コロナウイルス感染症等の感染状況により、中止する場合があります。
問合せ先　大原庁舎（３階）生涯学習課　社会体育班　☎６２－２８１１
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を

皆
さ
ん
と
共
有
が
で
き
る
よ
う

な
取
組
も
少
し
ず
つ
始
め
て
い

ま
す
。
特
に
若
者
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
駆
使
し
、
こ
の
町
に

熱
気
を
起
こ
し
て
く
れ
る
と
町

お
こ
し
の
本
質
的
な
解
決
に
な

る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ

ん
。（
こ
の
文
章
を
読
ん
で
Ｅ

Ｃ
サ
イ
ト
運
営
な
ど
に
興
味

が
湧
い
た
方
ご
連
絡
く
だ
さ

い
！
）

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
で
町
お
こ
し
！

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
集
客
に

つ
い
て
も
、
問
題
や
課
題
を
抱

え
て
い
る
方
も
多
く
、
そ
う
し

た
方
々
を
対
象
に
、
フ
ァ
ン
づ

く
り
の
重
要
性
や
継
続
の
大
切

さ
な
ど
を
説
明
し
、
少
し
で
も

円
滑
な
運
用
が
で
き
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
の
効
果
に
つ
い
て
の
実
際
の

取
組
と
し
て
、『
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
で
町
お
こ
し
』
と
い
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て
い
ま
す
。

【
♯
い
す
み
ノ
コ
ト
】
と
い
う

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿

に
使
用
す
る
と
い
う
取
組
で
す
。

ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
の
無
い
投
稿
は

す
ぐ
に
情
報
に
埋
も
れ
て
し
ま

い
も
っ
た
い
な
い
と
思
い
、【
♯

い
す
み
ノ
コ
ト
】
の
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
を
調
べ
た
ら
、「
い
す
み
の

情
報
が
た
く
さ
ん
で
て
き
て
楽

し
い
し
便
利
！
」
と
な
る
の
で

は
と
考
え
ま
し
た
。

　

少
し
ず
つ
で
す
が
こ
の
活
動

も
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
観
光
や

移
住
、
教
育
の
場
面
で
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
に
な
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
【
♯
い
す

み
ノ
コ
ト
】
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

作者：小池ぬーみん

地域おこし協力隊とは、都市地域から地域の活性化に意欲ある人材を受け入れ、地域課題の克服と共に本人の
定住化を図る制度です。問合せ先：企画政策課　企画政策班　☎６２－１３８２

〜辻田隊員の場合〜

１

２3

問合せ先
地域おこし協力隊　辻田
tsujita.isuming@gmail.com

①地域おこし協力隊　辻田知則さん
②WEB販売用サイトで使用する写真
　の撮影の様子
③SNS集客とファン作り講座の様子

写真の説明
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パズルの
応募方法

　　 の 5文字を並べ替えて言葉を

つくってください。

1

11

7

14

9

10

15 16

2 3

12 13

8

65

4

1 冬の星座、4月20日から5月20日生まれ
のお誕生日星座

5 動物を飼ったり、捕まえたりするために
使う食べ物

6 人口が多く、人家が集中しているところ
8 車などが後ろからぶつかること

10 三毛○○、野良○○、招き○○
12 米飯に野菜・魚介・肉などを入れ、味付け

して煮たもの
15 計算・計量をして得られた数
16 イセ○○、桜○○、車○○

２ 

位
置
関
係
で
、よ
り
高
い
方
、高
い
所

３ 

現
地
や
現
場
に
行
っ
て
、実
際
の
状
況
を
見
き
わ
め
る
こ
と

４ 

も
ち
を
つ
く
こ
と

６ 

狙
い
、対
象
、標
的

７ 

全
体
を
支
え
る
も
の
、動
物
の
体
内
に
あ
る

　

 

か
た
く
て
白
い
も
の

９ 

家
に
い
る
の
に
、い
な
い
ふ
り
を
す
る
こ
と

11 

ゾ
ウ
の
子
ど
も

13「
他
所
」の
対
義
語
、中
の
方

14 

人
が
住
む
た
め
の
建
物

み
さ
き
短
歌
会

い
す
み
文
芸

締切：2月28日（月）消印有効（メールの場合は件名を「広報いすみクロスワードパズル」としてください。）
応募の宛先：〒298-8501いすみ市役所　企画政策課　e-mail：kikaku@city.isumi.lg.jp

○正解者から抽選で５名に学校給食に使用している特別栽培米
「いすみっこ」２合をプレゼントします。

○はがきまたはメールに、パズルの回答、住所、名前、年齢、
電話番号、広報紙のご感想を記載し、企画政策課へお送り
ください。　　　　　　　　　　　      提供元：クロスワード .jp

先月号の答えは「オトシダマ」でした。当選発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。

冬
と
な
る
短
日
な
れ
ば
大
文
字
草
の

　

白
き
小
花
に
陽
光
う
す
し　
　
　
　

鈴
木　

清
子

届
か
ざ
る
も
の
に
憧
れ
き
た
る
目
に

　

な
お
は
る
ば
る
と
天
冴
え
わ
た
る　

圭
木　

令
子

も
み
ぢ
葉
の
華
や
ぎ
も
失
せ
に
し
向
ふ
山

　

黄
枯
茶
色
に
暫
し
静
も
る　
　
　
　

木
村　

茂
子

友
か
ら
の
年
に
一
度
の
便
り
な
り

　

互
い
の
元
気
筆
文
字
に
こ
め　
　
　

横
山　

正
子

羽
衣
の
松
原
も
世
界
遺
産
に
な
り

　

衣
を
ひ
る
が
え
し
天
女
も
笑
ま
む　

久
我　

正
利

ど
じ
ょ
う
や
メ
ダ
カ
で
遊
び
し
手
樋
の
あ
と

　

コ
ン
ク
リ
溝
に
走
る
水
音　
　
　
　

弓
削　

真
希
子

ひ
と
隅
の
ほ
っ
と
明
る
み
ロ
ー
ソ
ク
の

　

灯
り
は
一
人
に
見
合
う
静
か
さ　
　

入
江　

立
子

ヨコのカギ
タ
テ
の
カ
ギ
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今月の表紙

防災行政無線の内容確認

休日在宅医テレホンサービス
夷隅医師会 ☎６３−０４１１

９時〜１７時

☎６２−８０００
防災行政無線に関する問合せ

☎６２−２０００
危機管理課

市の人口

1 月 1 日現在

　　　　　　　　  （　）内は前月比

出生16人   死亡49人 （12月届出）
※外国人住民も含まれています。

世帯数 17,037 戸（±　0 戸）

人 口 36,575 人（− 35 人）

男 18,044 人（− 34 人）

女 18,531 人（−　1 人）

24時間健康相談ダイヤル
●24時間365日対応の救急医療情報案内

0120-143-251フリーダイヤル

※非通知設定では通話できません。
　（いすみ市・勝浦市・御宿町・大多喜町住民専用）
実施：夷隅郡市広域市町村圏事務組合

■日曜・休日・夜間の当番医案内 消防本部警防課情報通信係へお問い合わせください。
☎８０－０１１９　ＦＡＸ８２－５０００

火 災 件 数
救 急 件 数
    交通事故
 　急　　病
 　そ　の　他

1件( 25件)
193件(2,189件)

18件( 120件)
108件(1,333件)

67件( 736件)

大原消防署　８０−０１３７
岬　分　署　８０−０１３８
夷 隅 分 署　８０−０１３９

ダイヤル１１９ 12月中

(　) 内は 1 月からの累計

発生件数

死者数

負傷者数

8 件 ( 66 件 )

0 人 ( 1 人 )    

9 人 ( 89 人 )
(　) 内は 1 月からの累計

〜思いやる 心ひとつで 事故はゼロ〜

交通事故発生状況 12月中

　１月９日に、岬ふれあい会館において、新型コロナウイ
ルス感染拡大防止策を徹底したうえで、「令和４年いすみ
市成人式」が開催されました。
　華やかな振袖やスーツなどに身を包んだ新成人の皆さ
んが、マスク着用や様々な感染防止対策の中、友人との
久しぶりの再会で友情を確かめ合っていました。
　成人を迎えられた皆さんの新たな門出を心からお祝い
申し上げます。
※写真撮影時のみマスクを外しています。

※来年以降の成人式については、P19の記事をご覧ください。
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いすみのわだい
CITY TOPICS

【夷隅・大原公民館休館日のお知らせ】
7日（月）、14日（月）、15日（火）、21日（月）、24日（木）、28日（月）
※岬公民館は、改修工事のため休館しています。

　１２月１６日に大原小学校において、元プロマラソン選手の有森裕子さんと、経済評論家の勝間和代さ
んによる「出張授業」が行われました。この授業は、大原小学校の保護者と教職員からなる「親師会」が、
コロナ禍において不自由が続く子どもたちに明るい話題を提供したいという想いから、「エンジン０１文
化戦略会議」教育委員会が実施している出張事業に応募し、実現したものです。
　「エンジン０１文化戦略会議」とは、文化・芸術・スポーツ・経済など、各分野の第一線で活躍する文化人・
芸術家たちが日本文化の更なる深まりと広がりを目的に２００１年に発足したボランティア団体です。
　当日は、有森さんから「夢、希望、チャレンジする心」を、勝間さんから「自分が得意で楽しいことを
仕事にしよう」をテーマに授業が行われ、生徒たちは真剣に話を聞き、積極的に質問をするなど、将来に
ついて考える貴重な機会となりました。

　一般社団法人 勝浦いすみ青年会議所様より、令和３年
１１月１３日に開催した「ドライブインシアター」の入
場料と協賛金から、新型コロナウイルス感染症の予防対
策に役立ててほしいと、市内小中学校へアルコール消毒
液３２０リットルを寄贈していただきました。

大原小学校でエンジン01文化戦略会議の
「出張授業」が行われました

一般社団法人　勝浦いすみ青年会議所から
市内小中学校へアルコール消毒液が寄贈されました

　１１月２９日に社会科学習の一環として、夷隅小４年生（児童４０名）が有機野菜の収穫体験を行いました。
この有機野菜は有機野菜連絡部会が学校給食用に栽培しているもので、児童の皆さんは栽培や収穫方法の説
明を受けたあと、長ネギ、人参、大根を土の中から一生懸命引き抜き、笑顔で収穫の喜びを味わいました。
　この日に収穫された「長ネギ」は１２月１日に「マーボー豆腐」として市内の全小中学校生徒児童に給食で振
る舞われました。１２月６日には、生産者と栄養士による野菜の栽培方法や地産地消について授業を行いました。

有機野菜の収穫体験を行いました！

収穫の様子（夷隅小４年生） 生産者による授業の様子（夷隅小４年生）

◀左から　赤羽教育長、太田市長、平川理事長、
　青柳委員長、圡井副理事長


